
Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 社会科学ⅠＢ 授業形態 講義 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園職員 

授業回数 １５ 単  位 ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

講義を通して政治の役割を学び、公務員になるために必要な憲法の基礎知識を習得する。 

【概要】 

日本国憲法と政治との関わりを学ぶ。 

到達目標 

政治の基本知識を学習した上で国内政治や海外情勢に関心を持つ。 

基本的人権の条文知識を学ぶと共に関連する社会問題について考えを深める。 

統治機構の各権能・役割に関する基礎知識を身に着ける 

 

授業内容 

回 

01：政治と権力、近代国家 

02：国家論１（社会契約説） 

03：国家論２（行政国家の諸問題） 

04：政治制度論１（権力分立） 

05：政治制度論２（議院内閣制・大統領制） 

06：政治過程論 

07：日本国憲法の特色１（明治憲法と日本国憲法） 

08：日本国憲法の特色２（人権規定と公共の福祉） 

09：包括的基本権（幸福追求権・新しい人権） 

10：平等権 

11：精神的自由権 

12：経済的自由権 

13：人身の自由・期末試験 

14：社会権 

15：請願権・受益権・憲法改正の手続 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原出版『テキスト 政治』『実践問題集 政治』『スタンダード問題集 社会科学』 

『答案練習』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の授業の要点を整理し、内容を理解すること。 

 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 社会科学ⅠＣ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園職員 

授業回数 ８ 単  位 １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

講義を通して政治の役割を学び、公務員になるために必要な憲法の基礎知識を習得する。 

【概要】 

日本国憲法と政治との関わりを学ぶ。 

到達目標 

政治の基本知識を学習した上で国内政治や海外情勢に関心を持つ。 

基本的人権の条文知識を学ぶと共に関連する社会問題について考えを深める。 

統治機構の各権能・役割に関する基礎知識を身に着ける 

 

授業内容 

回 

01：統治機構（三権分立制） 

02：国会の地位と権能・議院の権能 

03：議院の権能・衆議院の優越・国会の種類 

04：内閣総理大臣・内閣の権能 

05：裁判所の機構と運営 

06：地方自治 

07：基礎法学 

08：総まとめ 

09： 

10： 

11： 

12： 

13： 

14： 

15： 

回 

16： 

17：  

18：  

19：  

20：  

21：  

22：  

23：  

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原出版『テキスト 政治』『実践問題集 政治』『スタンダード問題集 社会科学』 

『答案練習』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の授業の要点を整理し、内容を理解すること。 

 
 
 
 
 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 社会科学ⅡB 授業形態 講義 区 分 選択必修 

年  次 1 時  期 前期 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単  位 ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

社会科学体系における経済を一般教養知識として学ぶと共に、目標とする公務員試験の教養試

験を解くための知識を身に付けることを目的とする。 

【概要】 

授業は講義形式で行い、問題演習で確認する。問題の解説を各人で要点まとめを行う。さらに

項目のポイントを教員が再度解説し、内容の確認をする。 

到達目標 

金融政策や財政政策について正確な知識を習得し、日本経済や国際経済の動きを理解すること

ができる。 

 

授業内容 

回 

01：経済社会の変容と経済体制 

02：経済社会の変容と経済体制 

03：現代の企業 

04：現代の企業 

05：現代の市場 

06：現代の市場 

07：国民所得 

08：国民所得 

09：経済成長と景気循環 

10：経済成長と景気循環 

11：通貨制度と金融政策 

12：通貨制度と金融政策 

13：財政制度と財政政策 

14：財政制度と財政政策 

15：貿易と外国為替 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原出版『TEXT 経済』『実戦問題集 経済』 

  『スタンダード問題集 社会科学』『答案練習』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の授業の要点を整理し、内容を理解すること 

 
 
 
 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 社会科学ⅡＣ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ８ 単  位 １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

社会科学体系における経済を一般教養知識として学ぶと共に、目標とする公務員試験の教養試

験を解くための知識を身に付けることを目的とする。 

【概要】 

授業は講義形式で行い、問題演習で確認する。問題の解説を各人で要点まとめを行う。さらに

項目のポイントを教員が再度解説し、内容の確認をする。 

到達目標 

金融政策や財政政策について正確な知識を習得し、日本経済や国際経済の動きを理解すること

ができる。 

 

授業内容 

回 

01：貿易と外国為替 

02：日本経済の動向 

03：日本経済の動向 

04：国際経済の動向 

05：国際経済の動向 

06：経済総合演習 

07：経済総合演習 

08：総まとめ 

09： 

10： 

11： 

12： 

13： 

14： 

15： 

回 

16：  

17：  

18：  

19：  

20：  

21： 

22：  

23：  

 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版『TEXT 経済』『実戦問題集 経済』 

  『スタンダード問題集 社会科学』『答案練習』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の授業の要点を整理し、内容を理解すること 

 
 
 
 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 社会科学ⅢＢ 授業形態 講義 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園教員 

授業回数 ８ 単  位 １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

社会理論から現代社会までを広く学び、現代社会に関する基礎知識や分析力を習得すること。 

 

【概要】 

社会理論から現代社会までの知識を身に付ける。 

到達目標 
社会理論から現代社会までの様々な問題について広く学ぶことで、社会が抱える課題を理解す

る。またそれらの課題を踏まえ、今後の社会のあるべき姿を考え自らの意見を持つ。 

授業内容 

回 

01：社会理論（社会変動） 

02：社会理論（現代社会） 

03：労働問題（労働法規） 

04：労働問題（労働状況） 

05：社会保障（社会保障制度） 

06：社会保障（社会保障の状況） 

07：環境問題（日本） 

08：総合演習 1（スタンダード問題集） 

09： 

10： 

11： 

12： 

13： 

14：  

15： 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

資格の大原 公務員講座 テキスト 社会 

資格の大原 公務員講座 スタンダード問題集 社会科学 

資格の大原 公務員講座 スタンダード解答・解説 社会科学 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 
授業の内容をテキストで事前確認しておくこと。 

 
 
 
 
 



Syllabus 

 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 社会科学ⅢＣ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ８ 単  位 １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

社会理論から現代社会までを広く学び、現代社会に関する基礎知識や分析力を習得すること。 

 

【概要】 

社会理論から現代社会までの知識を身に付ける。 

到達目標 
社会理論から現代社会までの様々な問題について広く学ぶことで、社会が抱える課題を理解す

る。またそれらの課題を踏まえ、今後の社会のあるべき姿を考え自らの意見を持つ。 

授業内容 

回 

01：環境問題（地球） 

02：国際関係（国際機関） 

03：国際関係（国際情勢） 

04：現代の諸相（消費者保護） 

05：現代の諸相（社会不安） 

06：プレゼンテーション 

07：総合演習 1（スタンダード問題集） 

08：総合演習 2（スタンダード問題集） 

09：  

10：  

11：  

12：  

13：  

14：  

15：  

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

資格の大原 公務員講座 テキスト 社会 

資格の大原 公務員講座 スタンダード問題集 社会科学 

資格の大原 公務員講座 スタンダード解答・解説 社会科学 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 
授業の内容をテキストで事前確認しておくこと。 

 
 
 
 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 人文科学ⅠＢ 授業形態 講義 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単  位 ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

人文科学における世界史を一般教養知識として学ぶと共に、目標とする公務員試験の教養試験

を解くための知識を身につけることを目的とする。 

【概要】 

授業は講義形式で行い、問題演習で確認する。問題の解説を各人で要点まとめを行う。さらに

項目のポイントを教員が再度解説し、内容の確認をする。 

到達目標 
世界の歴史の枠組みと流れを理解することで、文化の多様性と現代世界の特質を広い視野から

考察できるようになる。 

授業内容 

回 

01：中国史（殷・周） 

02：中国史（秦・前漢） 

03：中国史（後漢・殷～漢のまとめ） 

04：中国史（魏・晋・南北朝時代、隋・唐） 

05：中国史（宋・モンゴル帝国・元） 

06：中国史（魏・晋・南北朝時代～元のまとめ） 

07：中国史（明・清） 

08：中国史（清の崩壊） 

09：中国史（明～清の崩壊のまとめ） 

10：中国史 中国王朝の総まとめ 

11：西洋世界（古代ギリシア・古代ローマ） 

12：西洋世界（キリスト教の成立と発展） 

13：西洋世界（フランク王国の発展・十字軍と

封建社会の崩壊） 

14：西洋世界（ルネサンス・大航海時代） 

15：西洋世界（宗教改革・西欧諸国の絶対主義） 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29: 

30： 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版『TEXT 世界史』『実戦問題集 世界史』 

  『スタンダード問題集 人文科学』『答案練習』 

 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の授業の要点を整理し、内容を理解すること 

 
 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 人文科学ⅠＣ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ８ 単  位 １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

人文科学における世界史を一般教養知識として学ぶと共に、目標とする公務員試験の教養試験

を解くための知識を身につけることを目的とする。 

【概要】 

授業は講義形式で行い、問題演習で確認する。問題の解説を各人で要点まとめを行う。さらに

項目のポイントを教員が再度解説し、内容の確認をする。 

到達目標 
世界の歴史の枠組みと流れを理解することで、文化の多様性と現代世界の特質を広い視野から

考察できるようになる。 

授業内容 

回 

01：西洋世界（イギリスの市民革命・アメリカ独立革命） 

02：西洋世界（フランス革命とナポレオン・産業革命） 

03：西洋世界（ウィーン体制・アメリカ合衆国

の発展・西洋世界の総まとめ） 

04：現代世界（帝国主義・列強による世界分割） 

05：現代世界（第一次世界大戦・ヴェルサイユ

体制） 

06：現代世界（世界恐慌・ファシズムの台頭） 

07：現代世界（第二次世界大戦・冷戦体制） 

08：現代世界（現代世界総のまとめ） 

09： 

10： 

11： 

12： 

13： 

14： 

15： 

回 

16：  

17：  

18：  

19：  

20：  

21：  

22：  

23：  

 

テキスト 

参考文献 

大原出版『TEXT 世界史』『実戦問題集 世界史』 

  『スタンダード問題集 人文科学』『答案練習』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の授業の要点を整理し、内容を理解すること 

 
 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 人文科学ⅡB 授業形態 講義 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園職員 

授業回数 １５ 単位時間数 ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

講義を通して日本史全般の理解を深める。 

【概要】 

人物・出来事を正確に理解し、時系列や各時代の出来事についての類似点や相違点を把握する。 

到達目標 

日本史上の人物・出来事を正確に理解する。 

日本史上の人物・出来事を時系列で把握する。 

各時代の人物・出来事につき、類似点と相違点を正しく把握する。 

各時代についての記述を分析し、内容の正誤を判断できる。 

授業内容 

回 

01：聖徳太子の政治と飛鳥文化 

02：大化の改新と白鳳文化 

03：律令体制の完成と天平文化 

04：平安時代と国風文化  

05：鎌倉幕府の成立と政務機関 

06：執権政治と元寇、鎌倉文化、鎌倉新仏教 

07：建武の新政と南北朝の動乱、室町幕府 

08：戦国時代と室町文化、ヨーロッパの進出 

09：江戸幕府と幕藩体制 

10：鎖国体制、文治政治と元禄文化 

11：三大改革、化政文化、幕末 

12：明治維新と文明開化 

13：明治初期の外交  

14：立憲体制の成立、条約改正 

15：日清戦争、日露戦争 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22：  

23： 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版『日本史』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の授業の要点を整理し、内容を理解すること。 

 
 
 
 
 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 人文科学ⅡC 授業形態 講義・演習 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園職員 

授業回数 ８ 単  位 １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

講義を通して日本史全般の理解を深める。 

【概要】 

人物・出来事を正確に理解し、時系列や各時代の出来事についての類似点や相違点を把握する。 

到達目標 

日本史上の人物・出来事を正確に理解する。 

日本史上の人物・出来事を時系列で把握する。 

各時代の人物・出来事につき、類似点と相違点を正しく把握する。 

各時代についての記述を分析し、内容の正誤を判断できる。 

授業内容 

回 

01：近代文化の発展 

02：GHQの統治時代、1950～70年代の日本 

03：1980年代以降の日本 

04：まとめ① 

05：まとめ② 

06：まとめ③ 

07：まとめ④ 

08：総まとめ 

09： 

10： 

11： 

12： 

13：  

14： 

15： 

回 

16：  

17：  

18：  

19：  

20：  

21：  

22：  

23：  

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原出版『日本史』 

大原出版『人文科学スタンダード問題集』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の授業の要点を整理し、内容を理解すること。 

 
 
 
 
 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 人文科学ⅢＢ 授業形態 講義 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園教員 

授業回数 ８ 単  位 １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

世界の地形や気候、文化や生活様式などを学習し、国際社会に対応した考え方を習得すること。 

 

【概要】 

世界の自然条件と人間生活の関係を理解し、知識を身に付ける。 

到達目標 
地形・気候などの自然条件と、そこに展開される人間生活との関係を理解し、現代世界を正し

く認識できるようになる。 

授業内容 

回 

01：地形 

02：世界の気候・植生・土壌 

03：地図の特色と利用 

04：食料の生産と消費 

05：エネルギー資源と原料資源 

06：人口の地域的特色 

07：国土と住民 

08：総合演習 1（スタンダード問題集） 

09： 

10： 

11： 

12： 

13： 

14：  

15： 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

資格の大原 公務員講座 テキスト 地理 

資格の大原 公務員講座 スタンダード問題集 人文科学 

資格の大原 公務員講座 スタンダード解答・解説 人文科学 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 
授業の内容をテキストで事前確認しておくこと。 

 
 
 
 
 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 人文科学ⅢＣ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ８ 単  位 １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

世界の地形や気候、文化や生活様式などを学習し、国際社会に対応した考え方を習得すること。 

 

【概要】 

世界の自然条件と人間生活の関係を理解し、知識を身に付ける。 

到達目標 
地形・気候などの自然条件と、そこに展開される人間生活との関係を理解し、現代世界を正し

く認識できるようになる。 

授業内容 

回 

01：世界の環境問題 

02：日本の国土、人口 

03：日本の産業、諸地域 

04：アジア、アフリカ 

05：ヨーロッパ、ロシア周辺 

06：アングロアメリカ、ラテンアメリカ 

07：総合演習 1（スタンダード問題集） 

08：総合演習 2（スタンダード問題集） 

09：  

10：  

11：  

12：  

13：  

14：  

15：  

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

資格の大原 公務員講座 テキスト 地理 

資格の大原 公務員講座 スタンダード問題集 人文科学 

資格の大原 公務員講座 スタンダード解答・解説 人文科学 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 
授業の内容をテキストで事前確認しておくこと。 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 文章理解・国語ⅠＢ 授業形態 講義 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園教員 

授業回数 ８ 単  位  １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

 一般教養として社会人レベルの漢字を書くことができる。 

漢字検定２級以上に合格する 

【概要】 

 答案練習（答練）で漢字検定の傾向対策を行う 

到達目標 漢字検定の 2級以上取得 

授業内容 

回 

01：答練 1（漢字） 

02：答練 2（漢字） 

03：答練 3（漢字） 

04：答練 4（漢字） 

05：答練 5（漢字） 

06：答練 6（漢字） 

07：答練 7（漢字） 

08：答練 8（漢字） 

09： 

10： 

11： 

12： 

13： 

14： 

15： 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

日本ビジネス技能検定協会『漢字能力検定試験対策問題集 

大原漢字対策答案練習プリント 

 

成績基準 漢字能力検定試験の結果により、優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 
授業の内容をテキストで事前確認しておくこと。 

 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：２年制公務員科 

授業科目 文章理解・国語ⅠＣ   授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ８ 単  位  １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

語彙や文法の知識を身につけることにより、筆者の主旨や意図を理解する読解力を習得するこ

と。 

【概要】 

長文読解問題の手法と、基礎的な文法の知識を身に付ける。 

到達目標 長文読解のための手法を身につけ、自身の考えを論理的に述べることができる。 

授業内容 

回 

01：国語（文の成り立ち） 

02：文章理解（主旨・要旨把握問題） 

03：文章理解（内容合致問題） 

04：文章理解（文章整序問題） 

05：文章理解（空欄補充問題） 

06：文章理解（古文問題） 

07：文章理解（英文問題） 

08：総合問題（スタンダード問題集） 

09： 

10： 

11： 

12： 

13： 

14： 

15： 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

資格の大原 公務員講座 テキスト 国語 

資格の大原 公務員講座 テキスト 文章理解 

資格の大原 公務員講座 スタンダード問題集 文章理解 

資格の大原 公務員講座 スタンダード解答・解説 文章理解 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 
授業の内容をテキストで事前確認しておくこと。 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 自然科学ⅠＢ 授業形態 講義 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単  位 ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】自然科学体系における物理と化学を一般教養知識として学ぶと共に、目標とする公務

員試験の教養試験を解くための知識を身に着ける事を目的とする。無生物界を支配する法則や

物質の構造・性質・反応について理解する。 

【概要】授業は講義形式で行い、問題演習で確認する。問題の解説を各人で要点まとめを行う。

さらに項目のポイントを教員が再度解説し、内容の確認をする。 

到達目標 

科学と化学の違いを把握した上で知識を習得し、物質に対して理解している。また、運動法

則や熱力学、波動についての法則を数式で表現し、推論する事が出来る。 

 

授業内容 

回 

01：運動の表現（等加速度運動①） 

02：運動の表現（等加速度運動②）  

03：運動の表現（重力下での運動①） 

04：運動の表現（重力下での運動②） 

05：力（力のつりあい） 

06：力（摩擦力・浮力） 

07：力（ばねの弾性力・滑車） 

08：力のモーメント・運動の 3法則 

09：エネルギー（仕事・力学的エネルギー） 

10：運動量 

11：熱 

12：波動（波の性質・音） 

13：波動（ドップラー効果・光・レンズ） 

14：電気（電流と電圧） 

15：電気（電力と発熱） 

回 

16： 

17： 

18： 

19：  

20：  

21：  

22：  

23： 

24： 

25： 

26：  

27：  

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原出版『TEXT 物理』『実戦問題集 物理』『TEXT 化学』『実戦問題集 化学』  

『スタンダード問題集 自然科学』『答案練習』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

事前に予習すべきテキスト部分を必ず読んでおくこと。また、講義終了後は、理解が不十で

あった部分について必ず復習しておくこと。 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 自然科学ⅠＣ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単  位 ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】自然科学体系における物理と化学を一般教養知識として学ぶと共に、目標とする公務

員試験の教養試験を解くための知識を身に着ける事を目的とする。無生物界を支配する法則や

物質の構造・性質・反応について理解する。 

【概要】授業は講義形式で行い、問題演習で確認する。問題の解説を各人で要点まとめを行う。

さらに項目のポイントを教員が再度解説し、内容の確認をする。 

到達目標 

科学と化学の違いを把握した上で知識を習得し、物質に対して理解している。また、運動法

則や熱力学、波動についての法則を数式で表現し、推論する事が出来る。 

 

授業内容 

回 

01：物質の構造（物質の分類） 

02：物質の構造（物質の粒子）  

03：物質の構造（元素の周期律） 

04：物質の構造（物質の量） 

05：物質の構造（化学結合（1）） 

06：物質の構造（化学結合（2）） 

07：物質の状態（物質の三態） 

08：物質の状態（気体の性質） 

09：物質の状態（液体の性質①） 

10：物質の状態（液体の性質②） 

11：物質の変化（化学変化とエネルギー） 

12：物質の変化（酸と塩基の反応） 

13：物質の変化（酸化と還元） 

14：物質の変化（金属のイオン化傾向①） 

15：物質の変化（金属のイオン化傾向②） 

回 

16：  

17：  

18：  

19：  

20：  

21：  

22：  

23：  

24：  

25：  

26：  

27：  

28：  

29：  

30：  

テキスト 

参考文献 

大原出版『TEXT 物理』『実戦問題集 物理』『TEXT 化学』『実戦問題集 化学』  

『スタンダード問題集 自然科学』『答案練習』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

事前に予習すべきテキスト部分を必ず読んでおくこと。また、講義終了後は、理解が不十で

あった部分について必ず復習しておくこと。 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 自然科学ⅡＢ 授業形態 講義 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単  位 ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  自然科学体系における生物と地学を一般教養知識として学ぶと共に、目標とする公務員試

験の教養試験を解くための知識を身に着ける事を目的とする 

【概要】 

  細胞や遺伝子の仕組みを学ぶ 

到達目標 

 生物の構造や遺伝、内部環境について正確な知識を習得し、各分野における内容の正誤を判

断することができる。また、地球の構造や環境、歴史について正確な知識を習得し、太陽系に

おける地球の相対的な位置づけを正しく把握している 

授業内容 

回 

01：細胞 

02：生物の組織と器官 

03：酵素 

04：呼吸 

05：窒素同化、消化作用 

06：生殖と発生 

07：バイオテクノロジー 

08：いろいろな遺伝 

09：DNA、RNA 

10：中枢刺激 

11：行動 

12：内部環境 

13：肝臓、腎臓 

14：ホルモン 

15：地球の形 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原出版『TEXT 生物』『実戦問題集 生物』 

  『スタンダード問題集 自然科学』『答案練習』 

  『TEXT 地学』『実戦問題集 地学』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 自然科学ⅡＣ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単  位 ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  自然科学体系における生物と地学を一般教養知識として学ぶと共に、目標とする公務員試

験の教養試験を解くための知識を身に着ける事を目的とする 

【概要】 

  細胞や遺伝子の仕組みを学ぶ 

到達目標 

 生物の構造や遺伝、内部環境について正確な知識を習得し、各分野における内容の正誤を判

断することができる。また、地球の構造や環境、歴史について正確な知識を習得し、太陽系に

おける地球の相対的な位置づけを正しく把握している 

授業内容 

回 

01：地震 

02：岩石 

03：大気圏 

04：風の原動力 

05：前線 

06：日本の四季 

07：太陽系 

08：惑星 

09：太陽、ＨＲ図 

10：地質年代 

11：総まとめ① 

12：総まとめ② 

13：総まとめ③ 

14：総まとめ④ 

15：総まとめ⑤ 

回 

16：  

17：  

18：  

19：  

20：  

21：  

22：  

23：  

24：  

25：  

26：  

27：  

28：  

29：  

30：  

テキスト 

参考文献 

大原出版『TEXT 生物』『実戦問題集 生物』 

  『スタンダード問題集 自然科学』『答案練習』 

  『TEXT 地学』『実戦問題集 地学』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 数的処理ⅠＢ 授業形態 演習 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園教員 

授業回数 ３０ 単  位 ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

与えられた条件から柔軟な思考力と迅速な判断能力を身につけ、公務員採用試験等で出題される問

題を正解に導けるようにする。 

【概要】 

授業は講義形式で行い、問題演習で確認する。さらにポイントを教員が再度解説し、内容の確認を

する。 

到達目標 

出された条件を分析し、効率よく整理できるようになることで論理的思考力を養い、また整理した

情報を活用して解答を導くことができる。 

 

授業内容 

回 

01：論理 

02：論理 

03：論理 

04：論理 

05：集合の要素 

06：集合の要素 

07：集合の要素 

08：集合の要素 

09：順序 

10：順序 

11：順序 

12：順序 

13：順序 

14：順序 

15：順序 

回 

16：順序 

17：位置・方位 

18：位置・方位 

19：位置・方位 

20：位置・方位 

21：位置・方位 

22：位置・方位 

23：対応 

24：対応 

25：対応 

26：対応 

27：対応 

28：勝敗 

29：勝敗 

30：うそつき 

テキスト 

参考文献 

大原出版『テキスト判断推理 問題編』 

大原出版『スタンダード問題集 数的処理 問題編』 

大原出版『実践問題集 数的処理Ⅰ 問題編』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

講義内容の復習、問題の解き直しを行うこと。 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 数的処理ⅠＣ 授業形態 演習 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ４５ 単  位 ３ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

与えられた条件から柔軟な思考力と迅速な判断能力を身につけ、公務員採用試験等で出題される問

題を正解に導けるようにする。 

【概要】 

授業は講義形式で行い、問題演習で確認する。さらにポイントを教員が再度解説し、内容の確認を

する。 

到達目標 

出された条件を分析し、効率よく整理できるようになることで論理的思考力を養い、また整理した

情報を活用して解答を導くことができる。 

 

授業内容 

回 

01：うそつき 

02：復習 

03：復習 

04：復習 

05：復習 

06：復習 

07：暗号 

08：暗号 

09：推理・手順 

10：推理・手順 

11：推理・手順 

12：推理・手順 

13：推理・手順 

14：スタンダード問題集（論理） 

15：スタンダード問題集（論理） 

回 

16：スタンダード問題集（集合の要素） 

17：スタンダード問題集（集合の要素） 

18：スタンダード問題集（順序） 

19：スタンダード問題集（順序） 

20：スタンダード問題集（順序） 

21：スタンダード問題集（対応） 

22：スタンダード問題集（対応） 

23：スタンダード問題集（対応） 

24：スタンダード問題集（勝敗） 

25：スタンダード問題集（うそつき） 

26：スタンダード問題集（うそつき） 

27：スタンダード問題集（推理・手順） 

28：スタンダード問題集（推理・手順） 

29：スタンダード問題集（暗号） 

30：スタンダード問題集（暗号） 

テキスト 

参考文献 

大原出版『テキスト判断推理 問題編』 

大原出版『スタンダード問題集 数的処理 問題編』 

大原出版『実践問題集 数的処理Ⅰ 問題編』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

講義内容の復習、問題の解き直しを行うこと。 

 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 数的処理ⅠＣ 授業形態 演習 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ４５ 単  位 ３ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

与えられた条件から柔軟な思考力と迅速な判断能力を身につけ、公務員採用試験等で出題される問

題を正解に導けるようにする。 

【概要】 

授業は講義形式で行い、問題演習で確認する。さらにポイントを教員が再度解説し、内容の確認を

する。 

到達目標 

出された条件を分析し、効率よく整理できるようになることで論理的思考力を養い、また整理した

情報を活用して解答を導くことができる。 

 

授業内容 

回 

31：実戦問題集（論理） 

32：実戦問題集（論理） 

33：実戦問題集（集合の要素） 

34：実戦問題集（順序） 

35：実戦問題集（順序） 

36：実戦問題集（順序） 

37：実戦問題集（対応） 

38：実戦問題集（対応） 

39：実戦問題集（位置・方位） 

40：実戦問題集（位置・方位） 

41：実戦問題集（勝敗） 

42：実戦問題集（勝敗） 

43：実戦問題集（うそつき） 

44：実戦問題集（推理・手順） 

45：実戦問題集（暗号） 

 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版『テキスト判断推理 問題編』 

大原出版『スタンダード問題集 数的処理 問題編』 

大原出版『実践問題集 数的処理Ⅰ 問題編』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

講義内容の復習、問題の解き直しを行うこと。 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 数的処理ⅡＢ 授業形態 演習 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園教員 

授業回数 ３０ 単  位 ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  講義を通して合理的思考力及び計算を高める 

【概要】 

  数的推理の立式方法及び計算方法を学ぶ 

到達目標 

・数的推理の基礎問題から応用問題まで解くことができる 

・数的推理の基礎問題の解き方を説明することができる 

 

授業内容 

回 

01：数と文字式 

02：方程式と不等式① 

03：方程式と不等式② 

04：方程式と不等式③ 

05：倍数と約数 

06：割り算と余り① 

07：割り算と余り② 

08：整数問題① 

09：整数問題② 

10：魔法陣 

11：割合と比① 

12：割合と比② 

13：割合と比③ 

14：売買算① 

15：売買算② 

回 

16：食塩水① 

17：食塩水② 

18：食塩水③ 

19：速さ① 

20：速さ② 

21：出会い算 

22：追い抜き算 

23：流水算① 

24：流水算② 

25：仕事算① 

26：仕事算② 

27：仕事算③ 

28：年齢算① 

29：年齢算② 

30：場合の数① 

テキスト 

参考文献 

大原出版『テキスト 数的推理問題編』、『テキスト 数的推理解答編』 

    『テキスト 図形・資料解釈問題編』、『テキスト 図形・資料解釈解答編』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 数的処理ⅡＣ 授業形態 演習 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ４５ 単  位 ３ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  講義を通して合理的思考力及び計算を高める 

【概要】 

  数的推理の立式方法及び計算方法を学ぶ 

到達目標 

・数的推理の基礎問題から応用問題まで解くことができる 

・数的推理の基礎問題の解き方を説明することができる 

 

授業内容 

回 

01：場合に数② 

02：場合の数③ 

03：場合の数④ 

04：確率① 

05：確率② 

06：確率③ 

07：確認テスト① 

08：軌跡① 

09：軌跡② 

10：道順 

11：折り紙 

12：展開図① 

13：展開図② 

14：サイコロ① 

15：サイコロ② 

回 

16：積木 

17：角度① 

18：角度② 

19：三平方の定理① 

20：三平方の定理② 

21：相似① 

22：相似② 

23：相似③ 

24：円① 

25：円② 

26：円③ 

27：扇形① 

28：扇形③ 

29：立体図形① 

30：立体図形② 

テキスト 

参考文献 

大原出版『テキスト 数的推理問題編』、『テキスト 数的推理解答編』 

    『テキスト 図形・資料解釈問題編』、『テキスト 図形・資料解釈解答編』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 数的処理 B 授業形態 演習 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ４５ 単  位 ３ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  講義を通して合理的思考力及び計算を高める 

【概要】 

  数的推理の立式方法及び計算方法を学ぶ 

到達目標 

・数的推理の基礎問題から応用問題まで解くことができる 

・数的推理の基礎問題の解き方を説明することができる 

 

授業内容 

回 

31：立体図形③ 

32：確認テスト② 

33：資料解釈① 

34：資料解釈② 

35：資料解釈③ 

36：スタンダード問題集 

37：スタンダード問題集 

38：スタンダード問題集 

39：スタンダード問題集 

40：スタンダード問題集 

41：スタンダード問題集 

42：スタンダード問題集 

43：スタンダード問題集 

44：スタンダード問題集 

45：スタンダード問題集 

 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版『テキスト 数的推理問題編』、『テキスト 数的推理解答編』 

    『テキスト 図形・資料解釈問題編』、『テキスト 図形・資料解釈解答編』 

成績基準 
定期試験の結果に基づき評価を行い、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可、59 点以

下を不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養総合講義ⅠＢ 授業形態 講義 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単  位  ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得を目的とする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

【概要】 

  答案練習の解説や見直しを中心に行っていく。 

到達目標 
 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得をする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

授業内容 

回 

01：答練１ 

02：答練２ 

03：答練３ 

04：答練４ 

05：答練５ 

06：答練６ 

07：答練７ 

08：答練８ 

09：答練９ 

10：答練１０ 

11：答練１１ 

12：答練１２ 

13：答練１３ 

14：答練１４ 

15：答練１５ 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原出版『公務員答案練習』 

成績基準 
基準とする模擬試験の得点率により次の通り評価する。 

 80%以上は優、70%以上は良、60%以上は可、59%以下は不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養総合演習ⅠＢ   授業形態 演習 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ３０ 単  位  ２ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得を目的とする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

【概要】 

  答案練習を行う。 

到達目標 

 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得をする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

 

授業内容 

回 

01：答練１ 

02：答練１ 

03：答練２ 

04：答練２ 

05：答練３ 

06：答練３ 

07：答練４ 

08：答練４ 

09：答練５ 

10：答練５ 

11：答練６ 

12：答練６ 

13：答練７ 

14：答練７ 

15：答練８ 

回 

16：答練８ 

17：答練９ 

18：答練９ 

19：答練１０ 

20：答練１０ 

21：答練１１ 

22：答練１１ 

23：答練１２ 

24：答練１２ 

25：答練１３ 

26：答練１３ 

27：答練１４ 

28：答練１４ 

29：答練１５ 

30：答練１５ 

総合テキス

ト 

参考文献 

大原出版『公務員答案練習』 

成績基準 
基準とする模擬試験の得点率により次の通り評価する。 

 80%以上は優、70%以上は良、60%以上は可、59%以下は不可とする。 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 ビジネス実習ⅢＡ 授業形態 実習 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 通年 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単  位  １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】自分を売り込むためのしっかりとした自己 PR を構築し、人前でプレゼンテーション

ができる。 

【概要】実務経験のある教員や外部講師から実社会の現状の説明を受け、学生と社会人の違い

を理解する。 

到達目標 

挨拶や電話応対またグループワークやグループ討論を通して自己表現能力を身に着ける。ま

た自己分析を行い客観的に自分を評価する。さらにはプレゼンを通して自己表現能力を身に

着ける。 

授業内容 

回 

01：自己表現(挨拶の仕方) 

02：自己表現(電話応対のマナー) 

03：自己表現(グループワーク①) 

04：自己表現(グループワーク②) 

05：自己表現(ホスピタリティー) 

06：自己分析(適性検査①) 

07：自己分析(適性検査②) 

08：自己分析(自己 PR①) 

09：自己分析(自己 PR②) 

10：自己分析(自己 PR③) 

11：プレゼンテーション(準備) 

12：プレゼンテーション(準備) 

13：プレゼンテーション(発表) 

14：プレゼンテーション(発表) 

15：年金講座 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原出版『就職ガイドブック』『就職ノートブック』 

成績基準 
レポート評価表に基づき優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 

事前に予習すべきテキスト部分を必ず読んでおくこと。また、講義終了後は、理解が不十で

あった部分について必ず復習しておくこと。 

 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養演習ⅠＢ 授業形態 演習 区 分 選択必修 

年  次 １ 時  期 前期 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単  位 １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】ビジネスに必要な一般教養知識を養うことと、実務経験のある教員による指導も受け

ることにより幅広い知識を習得する。 

【概要】就職に向けて実社会の現状の説明を受け、学生と社会人の違いを理解し、職場のマナ

ーを検定試験学習を通して修得する。 

到達目標 職場検定（自己管理力、協調行動力、IT 活用力）の合格を達成する。 

授業内容 

回 

01：自己管理能力(1) 

02：自己管理能力(2) 

03：自己管理能力(3) 

04：自己管理能力(4) 

05：協調行動力(1) 

06：協調行動力(2) 

07：協調行動力(3) 

08：協調行動力(4) 

09：協調行動力(5) 

10：IT活用力(1) 

11：IT活用力(2) 

12：IT活用力(3) 

13：IT活用力(4) 

14：IT活用力(5) 

15：IT活用力(6) 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

トライアングル手帳、協調行動力テキスト。ＩＴ活用力テキスト 

 

成績基準 
職場検定試験の結果に基づき優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 

事前に予習すべきテキスト部分を必ず読んでおくこと。また、講義終了後は、理解が不十で

あった部分について必ず復習しておくこと。 

 

 

 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養演習ⅠＣ 授業形態 演習 区 分 必修 

年  次 １ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単  位 １ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】就職採用試験でのアピールポイントをまとめ、自己表現ができる力を身に着ける。 

【概要】就職に向けて自己分析を行い、自身のアピールを行えるようテクニックを修得する。 

到達目標 
自己分析ができる 

自分らしさを表現できる 

授業内容 

回 

01：公務員受験説明 

02：自己分析１ 

03：自己分析２ 

04：自己分析３ 

05：自己ＰＲ考察１ 

06：自己ＰＲ考察２ 

07：自己ＰＲ考察３ 

08：職種研究１ 

09：職種研究２ 

10：職種研究３ 

11：職種研究４ 

12：コンピテンシー面接対策１ 

13：コンピテンシー面接対策２ 

14：時事問題１ 

15：時事問題２ 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原出版『就職ガイドブック』『就職ノートブック』 

 

成績基準 
提出レポートの結果に基づき優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 

事前に予習すべきテキスト部分を必ず読んでおくこと。また、講義終了後は、理解が不十で

あった部分について必ず復習しておくこと。 

 

 

 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養総合講義Ｂ  授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 通年 担 当 本学園教員 

授業回数 ６０ 単位時間数  １２０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得を目的とする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

【概要】 

 模擬試験の解説および見直しを行い、理解を深める。 

到達目標 
 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得をする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

授業内容 

回 

01：答練１ 

02：答練２ 

03：答練３ 

04：答練４ 

05：答練５ 

06：答練６ 

07：答練７ 

08：答練８ 

09：答練９ 

10：答練１０ 

11：答練１１ 

12：答練１２ 

13：答練１３ 

14：答練１４ 

15：答練１５ 

回 

16：答練１６ 

17：答練１７ 

18：答練１８ 

19：答練１９ 

20：答練２０ 

21：答練２１ 

22：答練２２ 

23：答練２３ 

24：答練２４ 

25：答練２５ 

26：答練２６ 

27：答練２７ 

28：答練２８ 

29：答練２９ 

30：答練３０ 

テキスト 

参考文献 

大原出版『公務員答案練習』 

成績基準 
基準とする模擬試験の得点率により次の通り評価する。 

 80%以上は「優」、60%以上は「良」、40%以上は「可」、40%未満は「不可」とする 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養総合講義Ｂ  授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 通年 担 当 本学園教員 

授業回数 ６０ 単位時間数  １２０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得を目的とする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

【概要】 

 模擬試験の解説および見直しを行い、理解を深める。 

到達目標 
 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得をする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

授業内容 

回 

31：答練３１ 

32：答練３２ 

33：答練３３ 

34：答練３４ 

35：答練３５ 

36：答練３６ 

37：答練３７ 

38：答練３８ 

39：答練３９ 

40：答練４０ 

41：答練４１ 

42：答練４２ 

43：答練４３ 

44：答練４４ 

45：答練４５ 

回 

46：答練４６ 

47：答練４７ 

48：答練４８ 

49：答練４９ 

50：答練５０ 

51：答練５１ 

52：答練５２ 

53：答練５３ 

54：答練５４ 

55：答練５５ 

56：答練５６ 

57：答練５７ 

58：答練５８ 

59：答練５９ 

60：答練６０ 

テキスト 

参考文献 

大原出版『公務員答案練習』 

成績基準 
基準とする模擬試験の得点率により次の通り評価する。 

 80%以上は「優」、60%以上は「良」、40%以上は「可」、40%未満は「不可」とする 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養総合演習Ｂ   授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 通年 担 当 本学園教員 

授業回数 １５０ 単位時間数  ３００ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得を目的とする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

【概要】 

  演習問題や模擬試験を解くことにより知識を深める。 

 

到達目標 
 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得をする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

授業内容 

回 

01：答練１ 

02：答練１ 

03：答練２ 

04：答練２ 

05：答練３ 

06：答練３ 

07：答練４ 

08：答練４ 

09：答練５ 

10：答練５ 

11：答練６ 

12：答練６ 

13：答練７ 

14：答練７ 

15：答練８ 

回 

16：答練８ 

17：答練９ 

18：答練９ 

19：答練１０ 

20：答練１０ 

21：答練１１ 

22：答練１１ 

23：答練１２ 

24：答練１２ 

25：答練１３ 

26：答練１３ 

27：答練１４ 

28：答練１４ 

29：答練１５ 

30：答練１５ 

テキスト 

参考文献 

大原出版『公務員答案練習』『実戦問題集』 

成績基準 
基準とする模擬試験の得点率により次の通り評価する。 

 80%以上は「優」、60%以上は「良」、40%以上は「可」、40%未満は「不可」とする 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること。 

 

 

 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養総合演習Ｂ   授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 通年 担 当 本学園教員 

授業回数 １５０ 単位時間数  ３００ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得を目的とする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

【概要】 

  模擬試験を解くことにより知識を深める。 

 

到達目標 
 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得をする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

授業内容 

回 

31：答練１６ 

32：答練１６ 

33：答練１７ 

34：答練１７ 

35：答練１８ 

36：答練１８ 

37：答練１９ 

38：答練１９ 

39：答練２０ 

40：答練２０ 

41：答練２１ 

42：答練２１ 

43：答練２２ 

44：答練２２ 

45：答練２３ 

回 

46：答練２３ 

47：答練２４ 

48：答練２４ 

49：答練２５ 

50：答練２５ 

51：答練２６ 

52：答練２６ 

53：答練２７ 

54：答練２７ 

55：答練２８ 

56：答練２８ 

57：答練２９ 

58：答練２９ 

59：答練３０ 

60：答練３０ 

テキスト 

参考文献 

大原出版『公務員答案練習』『実戦問題集』 

成績基準 
基準とする模擬試験の得点率により次の通り評価する。 

 80%以上は「優」、60%以上は「良」、40%以上は「可」、40%未満は「不可」とする 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養総合演習Ｂ   授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 通年 担 当 本学園教員 

授業回数 １５０ 単位時間数  ３００ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得を目的とする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

【概要】 

  模擬試験を解くことにより知識を深める。 

 

到達目標 
 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得をする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

授業内容 

回 

61：答練３１ 

62：答練３１ 

63：答練３２ 

64：答練３２ 

65：答練３３ 

66：答練３３ 

67：答練３４ 

68：答練３４ 

69：答練３５ 

70：答練３５ 

71：答練３６ 

72：答練３６ 

73：答練３７ 

74：答練３７ 

75：答練３８ 

回 

76：答練３８ 

77：答練３９ 

78：答練３９ 

79：答練４０ 

80：答練４０ 

81：答練４１ 

82：答練４１ 

83：答練４２ 

84：答練４２ 

85：答練４３ 

86：答練４３ 

87：答練４４ 

88：答練４４ 

89：答練４５ 

90：答練４５ 

テキスト 

参考文献 

大原出版『公務員答案練習』『実戦問題集』 

成績基準 
基準とする模擬試験の得点率により次の通り評価する。 

 80%以上は「優」、60%以上は「良」、40%以上は「可」、40%未満は「不可」とする 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養総合演習Ｂ   授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 通年 担 当 本学園教員 

授業回数 １５０ 単位時間数  ３００ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得を目的とする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

【概要】 

  模擬試験を解くことにより知識を深める。 

 

到達目標 
 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得をする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

授業内容 

回 

91：答練４６ 

92：答練４６ 

93：答練４７ 

94：答練４７ 

95：答練４８ 

96：答練４８ 

97：答練４９ 

98：答練４９ 

99：答練５０ 

100：答練５０ 

101：答練５１ 

102：答練５１ 

103：答練５２ 

104：答練５２ 

105：答練５３ 

回 

106：答練５３ 

107：答練５４ 

108：答練５４ 

109：答練５５ 

110：答練５５ 

111：答練５６ 

112：答練５６ 

113：答練５７ 

114：答練５７ 

115：答練５８ 

116：答練５８ 

117：答練５９ 

118：答練５９ 

119：答練６０ 

120：答練６０ 

テキスト 

参考文献 

大原出版『公務員答案練習』『実戦問題集』 

成績基準 
基準とする模擬試験の得点率により次の通り評価する。 

 80%以上は「優」、60%以上は「良」、40%以上は「可」、40%未満は「不可」とする 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養総合演習Ｂ   授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 通年 担 当 本学園教員 

授業回数 １５０ 単位時間数  ３００ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得を目的とする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

【概要】 

  模擬試験を解くことにより知識を深める。 

 

到達目標 
 就職活動、また就職後の社会生活に求められる一般知識・一般知能の習得をする。 

 知識科目及び知能科目について、習熟度を把握する。 

授業内容 

回 

121：答練６１ 

122：答練６１ 

123：答練６２ 

124：答練６２ 

125：答練６３ 

126：答練６３ 

127：答練６４ 

128：答練６４ 

129：答練６５ 

130：答練６５ 

131：答練６６ 

132：答練６６ 

133：答練６７ 

134：答練６７ 

135：答練６８ 

回 

136：答練６８ 

137：答練６９ 

138：答練６９ 

139：答練７０ 

140：答練７０ 

141：答練７１ 

142：答練７１ 

143：答練７２ 

144：答練７２ 

145：答練７３ 

146：答練７３ 

147：答練７４ 

148：答練７４ 

149：答練７５ 

150：答練７５ 

テキスト 

参考文献 

大原出版『公務員答案練習』『実戦問題集』 

成績基準 
基準とする模擬試験の得点率により次の通り評価する。 

 80%以上は「優」、60%以上は「良」、40%以上は「可」、40%未満は「不可」とする 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 論作文 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２年 時  期 通年 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単位時間数 ３０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

論作文の書き方を理解することで正しい日本語表現を身につけ、文章能力を高める。 

【概要】 

基礎的な書き方をレクチャーし、情報収集と過去事例の演習・添削を繰り返す。 

到達目標 
正確で分かりやすい文章を制限時間内に書きあげる。 

 

授業内容 

回 

01：論作文の基礎（表現、構成、内容等） 

02：情報収集と過去事例 

03：情報収集と過去事例 

04：情報収集と過去事例 

05：情報収集と過去事例 

06：情報収集と過去事例 

07：情報収集と過去事例 

08：情報収集と過去事例 

09：情報収集と過去事例 

10：情報収集と過去事例 

11：情報収集と過去事例 

12：情報収集と過去事例 

13：情報収集と過去事例 

14：情報収集と過去事例 

15：情報収集と過去事例 

 

02～15 において情報収集と過去事例（過去テー

マ）、添削を繰り返し行う。 

過去テーマ参照 

・公務員になろうと思ったきっかけと、目指す理

想の公務員像について 

・自己 PR 

・学生と社会人の違いについて 

・志望動機 

・●●市の課題と今後の対策 

・最近の出来事の中で「おかしいな」と思う事に

ついて 

・●●市の魅力と、それをどう活かしていくか 

・誰もが生きやすい社会を作るために必要なこ

と 

・新型コロナの感染拡大前と比較して大きく変

わったと感じたこと 

・公務員として心掛けるべきこと 

・最近のニュースで最も印象に残ったもの 

・公共のルールとマナーについて 

・物事を継続するために必要だと感じたこと 

・インターネットの利用について思うこと 

テキスト 

参考文献 

大原出版『テキスト論作文対策Ⅰ』 

成績基準 
論作文評価表に基づき優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 

前回の添削結果の見直しを行う。 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 法律 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 １５ 単位時間数  ３０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

  講義を通して法律に興味関心を持ち、法的思考力を身につける 

【概要】 

  私生活と法の関わりについて講義を中心に学ぶ 

到達目標 

1. 法とは何かを理解する 

2. 法の役割を理解する 

3. 法的思考力を身につける 

授業内容 

回 

01：法の分類、法の解釈 

02：制限行為能力者 

03：意思表示 

04：代理 

05：時効 

06：対抗要件 

07：債権・債務 

08：売買・賃貸借 

09：消費者基本法 

10：特定商取引法 

11：景品表示法 

12：消費者契約法 

13：トラブル事例  

14：身近な刑法 

15：総まとめ、筆記試験 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

プリントを配布 

成績基準 
総まとめ時に実施する筆記試験の得点率により次の通り評価する。 

 80%以上は「優」、60%以上は「良」、40%以上は「可」、40%未満は「不可」とする 

準備学習の

内 容 

各回の要点を整理し、内容を理解すること 

 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 ビジネス実習Ａ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ４５ 単位時間数  ９０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

パソコンの基礎知識を身に付け、検定試験に合格すること。 

 

【概要】 

パソコンの基礎知識を身に付け、練習問題・模擬問題を通して応用力を身に付ける。 

到達目標 

検定試験に合格すること。 

パソコンの基礎知識から応用までを広く学ぶことで、社会人になってからも活用できる知識を

身に付けることが目標。 

授業内容 

回 

01：パソコン基本操作 

02：Word基本操作 

03：Word（文字の入力） 

04：Word（ページ設定） 

05：Word（表の作成） 

06：Word（図の挿入） 

07：Word（図形の作成） 

08：Word（ワードアートの作成） 

09：Word（練習問題） 

10：Excel基本操作 

11：練習問題 1 問題 

12：練習問題 1 解説 

13：練習問題 2 問題 

14：練習問題 2 解説 

15：練習問題 3 問題 

回 

16：練習問題 3 解説 

17：模擬問題 1 問題 

18：模擬問題 1 解説 

19：模擬問題 2 問題 

20：模擬問題 2 解説 

21：模擬問題 3 問題 

22：模擬問題 3 解説 

23：模擬問題 4 問題 

24：模擬問題 4 解説 

25：模擬問題 5 問題 

26：模擬問題 5 解説 

27：模擬問題 6 問題 

28：模擬問題 6 解説 

29：模擬問題 7 問題 

30：模擬問題 7 解説 

テキスト 

参考文献 

（株）サーティファイ 

Excel表計算処理技能検定試験 3級（2021対応） 

Excel表計算処理技能検定試験級 1.2級（2021対応） 

成績基準 検定試験の結果により、優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 
授業の内容をテキストで事前確認しておくこと。 

 

 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 ビジネス実習Ａ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ４５ 単位時間数  ９０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

パソコンの基礎知識を身に付け、検定試験に合格すること。 

 

【概要】 

パソコンの基礎知識を身に付け、練習問題・模擬問題を通して応用力を身に付ける。 

到達目標 

検定試験に合格すること。 

パソコンの基礎から応用までを広く学ぶことで、社会人になってからも活用できる知識を身に

付けることが目標。 

授業内容 

回 

31：受験サンプル 1 問題 

32：受験サンプル 1 解説 

33：受験サンプル 2 問題 

34：受験サンプル 2 解説 

35：受験サンプル 3 問題 

36：受験サンプル 3 解説 

37：受験サンプル 4 問題 

38：受験サンプル 4 解説 

39：受験サンプル 5 問題 

40：受験サンプル 5 解説 

41：受験サンプル 6 問題 

42：受験サンプル 6 解説 

43：受験サンプル 7 問題 

44：受験サンプル 7 解説 

45：問題演習 

 

テキスト 

参考文献 

（株）サーティファイ 

Excel表計算処理技能検定試験 3級（2021対応） 

Excel表計算処理技能検定試験級 1.2級（2021対応） 

成績基準 検定試験の結果により、優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 
授業の内容をテキストで事前確認しておくこと。 

 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 ビジネス実習 B 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ６０ 単位時間数  １２０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

社会人としての心構えを持ち、入社後に必要とされるマナーや仕事の進め方、電話応対等の実

践的なスキルを身に着ける。 

【概要】 

社会人としての心構えをはじめ、仕事の進め方、報告・連絡・相談の必要性を理解する。 

入社後のマナーや電話応対等の技能について、ロールプレイング形式により身に着ける。 

到達目標 

社会人に必要なマナーを理解する。 

立ち居振舞、正しい敬語を使うことができる。 

基本的な電話応対スキルが身に付いている。 

授業内容 

回 

01：職場のマナー１ 

02：職場のマナー２ 

（身だしなみ・立ち居振る舞い・聞き方と話し方） 

03：職場のマナー２【ロールプレイ】 

04：職場のマナー３ 

（仕事の流れ・「ほう・れん・そう」の必要性） 

05：職場のマナー３【ロールプレイ】 

06：挨拶と敬語１（挨拶・お辞儀・正しい敬語） 

07：挨拶と敬語１【ロールプレイ】 

08：挨拶と敬語２（クッション言葉） 

09：挨拶と敬語２【ロールプレイ】 

10：挨拶と敬語３（状況に応じた言葉遣い） 

11：挨拶と敬語３【ロールプレイ】 

12：来客応対 

13：来客応対【ロールプレイ】 

14：名刺交換の基本 

15：名刺交換の基本【ロールプレイ】 

回 

16：電話応対マナー１ 

（基本的な電話応対・基本フレーズ） 

17：電話応対マナー２（受け方の基本） 

18：電話応対マナー３（メモ・道案内） 

19：電話を取り次げない場合（外出）【ロールプレイ】 

20：電話を取り次げない場合（休暇）【ロールプレイ】 

21：電話を取り次げない場合（出張）【ロールプレイ】 

22：電話を取り次げない場合（離席）【ロールプレイ】 

23：電話を取り次げない場合（出張）【ロールプレイ】 

24：電話を取り次げない場合（電話中）【ロールプレイ】 

25：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

26：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

27：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

28：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

29：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

30：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

 

テキスト 

参考文献 

大原学園『ビジネスマナー』、随時参考資料を配布する。 

成績基準 
効果測定の結果により優、良、可、不可とする。 

準備学習の

内 容 

テキストの内容確認をする。 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 ビジネス実習 B  講義  必修 

年  次 ２  後期  本学園教員 

授業回数 ６０   １２０   

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

社会人としての心構えを持ち、入社後に必要とされるマナーや仕事の進め方、電話応対等の実

践的なスキルを身に着ける。 

【概要】 

社会人としての心構えをはじめ、仕事の進め方、報告・連絡・相談の必要性を理解する。 

入社後のマナーや電話応対等の技能について、ロールプレイング形式により身に着ける。 

到達目標 

社会人に必要なマナーを理解する。 

立ち居振舞、正しい敬語を使うことができる。 

基本的な電話応対スキルが身に付いている。 

授業内容 

回 

31：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

32：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

33：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

34：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

35：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

36：電話を取り次げない場合【ロールプレイ】 

37：電話を取り次げない場合（伝言①）【ロールプレイ】 

38：電話を取り次げない場合（伝言②）【ロールプレイ】 

39：電話を取り次げない場合（伝言③）【ロールプレイ】 

40：電話を取り次げない場合（伝言④）【ロールプレイ】 

41：電話を取り次げない場合（伝言⑤）【ロールプレイ】 

42：電話を取り次げない場合（伝言⑥）【ロールプレイ】 

43：電話を取り次げない場合（伝言⑦）【ロールプレイ】 

44：電話を取り次げない場合（伝言⑧）【ロールプレイ】 

45：電話を取り次げない場合（伝言⑨）【ロールプレイ】 

 

回 

46：電話を取り次げない場合（伝言⑩）【ロールプレイ】 

47：電話を取り次げない場合（伝言⑪）【ロールプレイ】 

48：電話を取り次げない場合（伝言⑫）【ロールプレイ】 

49：電話を取り次げない場合（伝言⑬）【ロールプレイ】 

50：電話応対マナー４（掛け方の基本） 

51：電話応対マナー【ロールプレイ】 

52：電話応対マナー【ロールプレイ】 

53：電話応対マナー【ロールプレイ】 

54：電話応対マナー【ロールプレイ】 

55：電話応対マナー【ロールプレイ】 

56：電話応対マナー【ロールプレイ】 

57：電話応対マナー【ロールプレイ】 

58：電話応対マナー【ロールプレイ】 

59：電話応対マナー【ロールプレイ】 

60：効果測定 

 

テキスト 

参考文献 

大原学園『ビジネスマナー』、随時参考資料を配布する 

成績基準 
効果測定の結果により優、良、可、不可とする。 

準備学習の

内 容 

テキストの内容確認をする。 

 

 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 ビジネス実習 D 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 通年 担 当 
本学園教員 

外部講師 

授業回数 ３０ 単位時間数 ６０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

ビジネスに必要な一般教養知識を養い、実務経験のある教員による指導を受けることにで、より幅

広い知識を習得する。就職後に上司、同僚、お客様、取引先とのコミュニケーションがスムーズにと

れるよう一般教養のレベルアップを図る。 

【概要】 

自己表現を行うにあたり何を注意しなければならないか、何がポイントなのかを学びながら演習や

発表会を行う。実務経験のある教員や外部講師から実社会の現状について話を聞き、学生と社会人

の違いを理解する。 

到達目標 自分を売り込むためのしっかりとした自己 PR を構築し、人前でプレゼンテーションができる。 

授業内容 

回 

01：職業理解（学外見学、要レポート提出） 

02：職業理解（学外見学、要レポート提出） 

03：職業理解（学外見学、要レポート提出） 

04：職業理解（学外見学、要レポート提出） 

05：職業理解（学外見学、要レポート提出） 

06：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

07：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

08：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

09：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

10：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

11：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

12：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

13：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

14：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

15：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

16：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

17：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

18：職業理解（外部講師による仕事の説明） 

19：プレゼンテーション 

20：プレゼンテーション 

21：プレゼンテーション 

22：プレゼンテーション 

23：プレゼンテーション 

24：プレゼンテーション 

25：プレゼンテーション 

26：プレゼンテーション 

27：プレゼンテーション 

28：プレゼンテーション 

29：プレゼンテーション 

30：プレゼンテーション 

【プレゼンテーションテーマ】 

・既存の公共サービス（教育、医療、交通、福祉、

防災）の改善点を考え、具体的な提案 

・県内の 1 つの市・町に絞り、県外在住者向けに

紹介 

テキスト 

参考文献 

大原出版『就職ガイドブック』 

大原出版『就職ノートブック』 

成績基準 
レポート評価表に基づき優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 

日頃から新聞、テレビ、インターネット等のニュース、自治体の広報紙を見ておく。 



Syllabus 

大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養演習 B 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ４５ 単位時間数 ９０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための業務知識、実務能力を身につける。 

【概要】 

公安系、事務系、情報系のいずれかを選択し、必要な業務知識の講義と問題演習を通して、実務能力

を身につける。 

到達目標 
即戦力になりうるための業務知識、実務能力を身につけ、その集大成として指定の検定に合格する。 

 

授業内容 

【情報系】情報活用検定 

01：パソコンの基礎第 1 回 

02：パソコンの基礎第 2 回 

03：パソコンの基礎第 3 回 

04：パソコンの基礎第 4 回 

05：パソコンの基礎第 5 回 

06：パソコンの基礎第 6 回 

07：パソコンの基礎第 7 回 

08: パソコンの基礎第 8 回 

09: パソコンの基礎第 9 回 

10: パソコンの基礎第 10 回 

11: パソコンの基礎第 11 回 

12: ネットワーク第 1 回 

13: ネットワーク第 2 回 

14: ネットワーク第 3 回 

15: ネットワーク第 4 回 

【事務系】日商簿記 3 級検定 

01:簿記の目的第 1 回 

02:簿記の目的第 2 回 

03:簿記の目的第 3 回 

04:簿記の目的第 4 回 

05:商品売買第 1 回  

06:商品売買第 2 回 

07:商品売買第 3 回 

08:商品売買第 4 回 

09:現金及び預金第 1 回 

10:現金及び預金第 2 回 

11:現金及び預金第 3 回 

12:現金及び預金第 4 回 

13:有形固定資産第 1 回 

14:有形固定資産第 2 回 

15:有形固定資産第 3 回 

テキスト 

参考文献 

『情報活用試験 3級公式テキスト』『簿記 3級講座テキスト一式』 

成績基準 
検定の試験結果又は評価試験により優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 

その日にやった内容の復習と課題の実施。 

 

 

 

 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養演習 B 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ４５ 単位時間数 ９０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための業務知識、実務能力を身につける。 

【概要】 

公安系、事務系、情報系のいずれかを選択し、必要な業務知識の講義と問題演習を通して、実務能力

を身につける。 

到達目標 
即戦力になりうるための業務知識、実務能力を身につけ、その集大成として指定の検定に合格する。 

 

授業内容 

【情報系】情報活用検定 

16:ネットワーク第 5 回 

17:アプリケーションソフトの利用第 1 回 

18:アプリケーションソフトの利用第 2 回 

19:情報社会とコンピュータ第 1 回 

20:情報社会とコンピュータ第 2 回 

21:情報社会とコンピュータ第 3 回 

22:情報社会とコンピュータ第 4 回 

23:情報社会とコンピュータ第 5 回 

24:情報モラル第 1 回 

25:情報モラル第 2 回 

26:問題演習第 1 回 

27:問題演習第 2 回 

28:問題演習第 3 回 

29:問題演習第 4 回 

30:問題演習第 5 回 

【事務系】日商簿記 3 級検定 

16:有形固定資産第 4 回 

17:税金第 1 回 

18:税金第 2 回 

19:税金第 3 回 

20:税金第 4 回 

21:株式会社の資本第 1 回 

22:株式会社の資本第 2 回 

23:株式会社の資本第 3 回 

24:株式会社の資本第 4 回 

25:その他の決算整理第 1 回 

26:その他の決算整理第 2 回 

27:その他の決算整理第 3 回 

28:その他の決算整理第 4 回 

29:主要簿と補助簿第 1 回 

30:主要簿と補助簿第 2 回 

テキスト 

参考文献 

『情報活用試験 3級公式テキスト』『簿記 3級講座テキスト一式』 

成績基準 
検定の試験結果又は評価試験により優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 

その日にやった内容の復習と課題の実施。 

 

 

 

 

 



大原法律公務員専門学校静岡校                 学科名：2年制公務員科 

授業科目 教養演習 B 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 ２ 時  期 後期 担 当 本学園教員 

授業回数 ４５ 単位時間数 ９０ 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための業務知識、実務能力を身につける。 

【概要】 

公安系、事務系、情報系のいずれかを選択し、必要な業務知識の講義と問題演習を通して、実務能力

を身につける。 

到達目標 
即戦力になりうるための業務知識、実務能力を身につけ、その集大成として指定の検定に合格する。 

 

授業内容 

【情報系】情報活用検定 

31:問題演習第 6 回 

32:問題演習第 7 回 

33:問題演習第 8 回 

34:問題演習第 9 回 

35:問題演習第 10 回 

36:問題演習第 11 回 

37:問題演習第 12 回 

38:問題演習第 13 回 

39:問題演習第 14 回 

40:問題演習第 15 回 

41:問題演習第 16 回 

42:問題演習第 17 回 

43:問題演習第 18 回 

44:問題演習第 19 回 

45:情報活用試験 3 級の受験 

【事務系】日商簿記 3 級検定 

31:主要簿と補助簿第 3 回 

32:主要簿と補助簿第 4 回 

33:答練第 1 回 

34:答練第 2 回 

35:答練第 3 回 

36:答練第 4 回 

37:答練第 5 回 

38:答練第 6 回 

39:答練第 7 回 

40:答練第 8 回 

41:答練第 9 回 

42:答練第 10 回 

43:答練第 11 回 

44:答練第 12 回 

45:評価試験 

テキスト 

参考文献 

『情報活用試験 3級公式テキスト』『簿記 3級講座テキスト一式』 

成績基準 
検定の試験結果又は評価試験により優・良・可・不可の成績評価を行う。 

準備学習の

内 容 

その日にやった内容の復習と課題の実施。 

 

 

 

 

 

 


